
空
間
放
射
線
量
メ
モ

（
そ
の
１

航
空
機

か
ら
の
調
査
）

「
文
部
科
学
省
及
び
山

形
県
に
お
け
る
航
空
機
モ

福
島
原
発
事
故
の
被
害

は
広
範
囲
に
広
が
り
、
地

域
ま
る
ご
と
長
期
に
わ
た

っ
て
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。「

放
射
能
の
話
」
に
つ

い
て
、
研
究
者
か
ら
寄
稿

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
意
見
を
党
市
議

団
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

ニ
タ
リ
ン
グ
の
測
定
結
果

に
つ
い
て
」、
平
成

年
９

23

月
８
日
付
け
で
文
部
科
学

省
原
子
力
災
害
対
策
支
援

本
部
か
ら
報
道
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。

測
定
は
８
月
８
〜

日
。

15

航
空
機
は
山
形
県
の
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
飛
行
高

度
（
１
５
０
〜
３
０
０
）

ｍ
、
対
象
項
目
は
地
表
面

か
ら
１
ｍ
の
高
さ
の
空
間

線
量
率
、
及
び
地
表
面
へ

の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
沈

着
量
。

空
間
線
量
率
の
結
果
の

図
で
は
、
毎
時
０
・
１
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
（
μ

Ｓ
ｖ
／
ｈ
）
未
満
の
占
め

る
割
合
が
多
い
も
の
の
、

毎
時
（
０
・
１
〜
０
・
２
）

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の

と
こ
ろ
が
か
な
り
み
ら
れ

ま
す
。

８
月

日
の
測
定
で
は
、

15

宮
城
県
、
新
潟
県
に
隣
接

し
て
い
る
す
べ
て
の
県
内

市
町
で
毎
時
（
０
・
１
〜

０
・
２
）
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
の
領
域
が
み
ら
れ

ま
す
。

鶴
岡
市
に
お
け
る
こ
の

領
域
は
、
西
川
町
、
村
上

市
に
隣
接
す
る
と
こ
ろ
、

平
野
部
の
一
部
裾
野
あ
た

り
に
み
ら
れ
ま
す
。

１
年
間
に
浴
び
る
空
間

放
射
線
量
の
上
限
を
１
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
す
る
と
、

毎
時
で
は
０
・

マ
イ
ク

23

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
。
鶴
岡
市

の
状
況
は
‥
‥
？

山
形
県
広
域
支
援
対
策

本
部
で
は
、「
周
辺
よ
り
放

射
線
量
の
高
い
箇
所
の
調

査
結
果
（
中
間
３
回
目
）」

（
平
成

年

月

日
）

23

12

20

を
公
表
し
、
そ
の
中
で
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

本
県
の
空
間
放
射
線
量

に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学

省
で
８
月
に
実
施
し
た
航

空
機
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

結
果
で
公
表
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
一
部
の
市
町
村
に

お
い
て
人
里
か
ら
離
れ
た

山
岳
地
帯
に
局
所
的
に
毎

時
０
・
２
か
ら
０
・
５
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
箇

所
が
若
干
見
受
け
ら
れ
ま

す
。環

境
省
で
は
、
当
該
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、
除
染

対
象
と
な
る
空
間
線
量
で

あ
る
毎
時
０
・

マ
イ
ク

23

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
（
以
下
「
基

準
値
」）
以
上
の
箇
所
が
あ

る
関
係
市
町
村
か
ら
特
措

法
に
基
づ
く
重
点
調
査
地

域
指
定
に
係
る
意
向
を
事

前
に
確
認
し
た
い
旨
の
照

会
が
あ
り
、
当
該
市
町
村

に
地
域
指
定
制
度
を
説
明

し
、
意
向
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
理
由

で
指
定
を
希
望
し
な
い
旨

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
環
境
省
に
対
し
そ
の

旨
報
告
し
て
お
り
ま
す
。

指
定
を
希
望
し
な
い
主
な

理
由
（
略
す
）。

（
記
Ｇ
・
Ａ
）

加
藤
太
一
市
議
が
理
事

と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

自
交
総
連
が
旗
開
き

自
交
総
連
山
形
地
連
は

２
月
に
４
日
間
に
分
け
て

旗
開
き
を
行
い
ま
し
た
。

タ
ク
シ
ー
の
規
制
緩
和

を
改
め
タ
ク
シ
ー
業
界
と

労
働
者
の
暮
ら
し
を
守
ろ

う
と
団
結
の
強
化
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

加
藤
太
一
市
議
、
関
徹

市
議
が
あ
い
さ
つ
を
行
い

ま
し
た
。
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無料生活相談所
笹 山 一 夫
新形町 2 7 - 1 2
2 3 - 9 4 9 1

加 藤 太 一
稲 生 2 - 6 - 6
2 4 - 5 9 3 5

三 浦 幸 雄
大山 1丁目 25-16
3 3 - 0 0 7 9

関 徹
長者町 11-26
2 4 - 2 4 1 4

加 藤 鉱 一
宝徳仲田 56
6 4 - 3 9 4 1

２０１２年 日本共産党

２月１８日（土）

午後２時～

勤労者会館

会費：１,０００円
高橋ちづ子衆院議員国会報告

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
が
元
気
与
え
た

田
川
建
労
大
山
支
部

田
川
建
設
労
働
組
合
大

山
支
部
第

回
定
期
大
会

57

が
５
日
、
大
山
コ
ミ
セ
ン

で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

平
成

年
度
に
導
入
し

23

た
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
事
業
」
は
、
建
設
事
業

に
携
わ
る
大
山
の
職
人
に

希
望
と
元
気
を
与
え
て
く

れ
た
と
、
羽
根
田
大
山
支

部
長
か
ら
挨
拶
の
な
か
で

感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

大
会
に
来
賓
と
し
て
出

席
し
た
三
浦
幸
雄
市
議
は
、

「
本
市
で
取
り
組
ま
れ
た

事
業
は
大
変
市
民
に
好
評

で
継
続
し
て
取
り
組
む
よ

う
に
と

月
議
会
の
一
般

12

質
問
で
取
り
上
げ
た
」
と

報
告
し
ま
し
た
。

大
会
後
、
懇
談
の
な
か

で
も
こ
の
事
業
に
つ
い
て

は
組
合
員
か
ら
強
い
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市議会３月定例会日程（予定）
※開会時刻は10：00です。

２月２９日（水）本会議（開会、提案説明、

総括質問等

３月１日（木）予算特別委員会

２日（金）本会議（一般質問）

11:30～党市議団
５日（月）本会議（一般質問）

６日（火）本会議（一般質問）

７日（水）本会議・予算特別委員会

８日（木）常任委員会（総務）

９日（金）常任委員会（市民生活）

１２日（月）常任委員会（厚生文教）

１３日（火）常任委員会（産業建設）

２１日（水）予算特別委員会

２２日（木）本会議（閉会）

※請願の締め切りは、２月２３日(木) 13時

鶴
岡
田
川
原
水
協
が
総
会

原
水
爆
禁
止
鶴
岡
田
川

地
区
協
議
会
が

日
、
総

31

会
を
開
き
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
３
・
１
ビ

キ
ニ
デ
ー
派
遣
、
鶴
岡
市

の
平
和
都
市
宣
言
実
現
、

放
射
能
学
習
会
の
実
施
、

国
民
平
和
大
行
進
と
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
参
加
な

ど
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し

た
。今

年
も
核
戦
争
阻
止
、

核
兵
器
の
完
全
禁
止
、
放

射
能
被
害
者
援
護
の
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
会
の
名
称

を
「
原
水
爆
禁
止
田
川
地

区
協
議
会
」
か
ら
「
原
水

爆
禁
止
鶴
岡
田
川
地
区
協

議
会
」(

略
称:

鶴
岡
田
川

原
水
協)

に
改
め
る
規
約
改

正
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。



鶴
岡
市
議
会
産
業
建
設

常
任
委
員
会
・
鶴
岡
市
認

定
農
業
者
会
議
・
生
産
組

合
長
代
表
等
農
業
者
・
鶴

岡
市
農
業
委
員
会
合
同
の

意
見
発
表
会
が
３
日
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

各
地
域
の
農
業
者
と
農

地
の
問
題
の
解
決
に
向
け

た
施
策
や
地
域
農
業
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
、
新
規
就
農

と
農
地
集
積
に
つ
い
て
、

農
林
水
産
部
か
ら
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

高
齢
化
の
進
展
や
米
価

の
下
落
、
農
業
者
戸
別
所

得
補
償
制
度
の
実
施
等
、

農
業
農
村
を
巡
る
情
勢
が

大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ

と
。
集
落
に
よ
っ
て
も
そ

れ
ぞ
れ
課
題
に
直
面
し
て

い
る
な
か
で
、
国
の
新
規

就
農
者
及
び
農
地
集
積
に

関
す
る
新
し
い
施
策
が
打

ち
出
さ
れ
た
こ
と
。
生
産

組
合
等
を
通
じ
新
施
策
・

新
制
度
を
農
業
者
に
知
ら

せ
、
集
落
内
の
話
し
合
い

の
結
果
を
受
け
、
必
要
に

応
じ
て
新
施
策
に
関
連
す

る
地
城
農
業
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
作
成
す
る
ー
と
い

う
も
の
で
す
。

人
以
上
の
参
加
で
し

50
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
意
見
は
、

女
性
部
の
人
か
ら
、「
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
す
る
と

大
農
家
だ
け
に
な
る
。
雇

用
に
携
わ
る
人
が
い
な
く

な
る
。
地
域
の
い
ろ
い
ろ

な
事
業
が
継
続
で
き
な
く

な
る
。
女
性
農
業
者
が
従

事
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
は
反
対
。」

「
後
継
者
が
い
る
所
と

い
な
い
所
が
あ
る
の
で
、

集
落
を
飛
び
越
え
て
や
ら

な
い
と
い
け
な
い
。」

「
農
地
の
出
し
手
は
あ

る
が
、
受
け
手
が
い
な
い

状
況
。
規
模
拡
大
し
よ
う

と
す
る
人
が
い
な
か
っ

た
。」「

夫
と
２
人
で
誇
り
を

も
っ
て
や
っ
て
い
る
が
、

潤
い
が
な
い
。
農
業
が
不

安
な
の
で
息
子
に
は
働
い

て
も
ら
っ
て
い
る
。」

「
ニ
ー
ズ
と
し
て
必
要

な
も
の
に
補
助
金
を
出
し

て
ほ
し
い
。
政
権
が
変
わ

っ
て
も
ブ
レ
な
い
農
業
政

策
を
。
家
族
農
業
で
完
結

型
農
業
を
行
っ
て
い
る
。」

「

㌶
最
低
限
目
標
と

30

い
う
が
、
農
業
が
悪
い
の

で
は
な
く
や
っ
て
い
る
人

が
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な

い
。
自
信
の
持
て
る
も
の

を
作
り
販
売
し
て
い
く
。」

等
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

多
数
出
ま
し
た
。

参
加
し
た
三
浦
幸
雄
議

員
は
、「
大
山
地
域
の
農
家

数
も
毎
年
の
よ
う
に
減
少

し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
続

け
ば
集
落
内
神
社
の
お
祭

り
、
堰
堀
り
の
泥
上
げ
等

に
支
障
が
で
る
。

㌶
以

15

上
に
な
る
と
資
本
費
・
人

件
費
が
か
さ
み
コ
ス
ト
高

に
な
る
。

㌶
位
ま
で
の

15

規
模
で
戸
別
所
得
補
償
を

拡
充
し
、
労
賃
と
生
産
費

が
カ
バ
ー
さ
れ
、
農
外
収

入
と
併
せ
て
農
家
経
営
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
」

と
発
言
し
ま
し
た
。

今
後
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

が
作
成
さ
れ
ま
す
が
、
農

家
の
意
見
も
よ
く
聞
き
、

実
り
あ
る
制
度
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

年
３
月
、
本
間
辰
之
助
・

文
隣
和
尚
は
川
北
・
川
南

の
百
姓
、
寺
院
総
代
ら
総

勢

人
の
江
戸
登
り
な
ど

46
で
あ
る
。

川
北
一
番
登
り
の
駕
籠

訴
の
状
況
を
引
用
す
る
。

「
未
明
に
起
き
て
、
宿
の

井
戸
端
を
借
り
る
と
水
垢

離
を
と
っ
た
。
逞
し
い
裸

身
に
湯
気
が
立
つ
ほ
ど
水

を
か
ぶ
り
、
部
屋
に
戻
る

と
、
入
牢
に
そ
な
え
て
残

金
を
均
等
に
分
配
し
、
そ

れ
か
ら
静
か
に
水
盃
を
か

わ
し
た
。」「<

お
願
い
で
ご

ざ
り
ま
す
！
恐
れ
な
が
ら
、

お
願
い
で
ご
ざ
り
ま
す
！>

人
を
掻
き
わ
け
な
が
ら
、

四
郎
吉
は
叫
ん
だ
。
こ
れ

ま
で
の
生
涯
で
、
こ

ん
な
声
を
出
し
た
こ

と
は
一
度
も
な
か
っ

た
な
と
ち
ら
と
思
っ

た
ほ
ど
、
自
分
の
声

と
も
思
え
な
い
腹
か

ら
し
ぼ
り
出
す
よ
う

な
喚
き
声
が
出
た
。」

（
青
山
）

朝日庁舎入札結果（ ）内は予定価格
2月6日入札分

・市朝日中央公民館トイレ改修工事
不調

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
2月2日入札分

・市道南町荒町大宝寺町線道路改良工事に伴う工損調
査業務委託（山王町地内）
(有)鶴岡測量 8,800,000円（9,333,000円）期間～3/29

管理課入札結果（ ）内は予定価格
2月2日入札分

・市立豊浦中学校敷地内水路災害復旧工事
不調

土木課入札結果（ ）内は予定価格
2月2日入札分

・下清水８号線道路改良工事（下清水地内）
中止（参加３者未満）
・下清水８号線外舗装新設工事（下清水地内他）
中止（上記路盤工事入札中止のため）
・青龍寺川橋線他１路線表層改良工事（新形町地内他）
(株)佐藤工務 5,000,000円（5,079,000円）工期～5/14

温海庁舎入札結果（ ）内は予定価格
2月2日入札分

・平成23年災33－110菅野代(２)道路災害復旧工事（菅
野代地内）
(有)日本海重機建設 1,350,000円（1,370,000円）

工期～3/23
・平成23年災33－102越沢水路災害復旧工事（越沢地内）
不調

西
郷
組
を
皮
切
り
に
江

戸
登
り
が
続
く
。
同
年
12

月
大
雪
の
中
、
飽
海
郡
遊

佐
、
荒
瀬
、
平
田
の
川
北

（
最
上
川
の
北
、
南
を
川

南
）
三
郷
の
百
姓

人
（
江

21

戸
登
り
は

人
）
は
、
吹

11

浦
番
所
の
東
、
鳥
海
山
麓

を
抜
け
秋
田
領
か
ら
新
庄

領
を
通
っ
て
江
戸
に
登
り
、

翌
年
１
月
老
中
水
野
忠
邦

ら
５
人
へ
の
駕
籠
訴
に
成

功
す
る
。
同
年
２
月
、
川

北
二
番
登
り
が
嘆
願
。
同

年
２
月
、
中
川
通
（
藤
島

組
中
心
）
十
文
字
村
奥
泉

伊
之
助
、
同
村
弥
右
衛
門
、

平
形
村
五
吉
、
治
平
ら
８

人
が
鶴
岡
七
日
町
旅
籠
巴

屋
よ
り
江
戸
へ
出
立
。
同

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
へ

市
議
会
産
建
常
任
委
員
と
農
業
関
係
者
と
の

意
見
発
表
会

続
・
私
説
藤
沢
周
平

『
義
民
が
駆
け
る
』
―
川
北
江
戸
登
り

夢の浮き橋「江戸城前にて駕籠訴」

（致道博物館所蔵）

工
藤

博
司

藤
沢
周
平
さ
ん
の
忌
日
は
一
月
二
六

日
で
あ
る
。

藤
沢
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
も

う
十
五
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
忌
日
は

「
寒
梅
忌
」
と
呼
ば
れ
、
藤
沢
さ
ん
の

作
品
や
人
柄
を
慕
っ
て
、
一
月
の
寒
さ

も
か
え
り
見
ず
全
国
か
ら
人
々
が
鶴
岡

に
参
集
す
る
。
こ
の
季
節
は
ま
た
、
寒

鱈
の
季
節
で
あ
る
。
藤
沢
さ
ん
は
、
日

本
海
沿
岸
の
魚
を
好
み
、
と
り
わ
け
カ

レ
イ
、
ハ
タ
ハ
タ
、
小
鯛
な
ど
を
口
に

し
た
。
地
場
産
の
魚
は
し
き
り
に
藤
沢

作
品
に
登
場
す
る
。
寒
鱈
も
例
外
で
な

い
。
寒
鱈
は
丸
ご
と
食
べ
ら
れ
捨
て
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
寒
鱈
の
目
玉
の
ゼ
ラ
チ
ン

質
を
し
ゃ
ぶ
っ
て
い
る
と
し
き
り
に
藤
沢
さ
ん
の
思
い
出
に
浸
る
こ
と
が
出
来
る
。

今
年
は
豊
漁
な
の
だ
が
大
シ
ケ
が
続
き
思
う
よ
う
に
漁
に
出
ら
れ
な
い
の
が
残
念
。

庄
内
人
は
、
寒
鱈
汁
を
口
に
し
な
い
で
春
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

（画・加藤貞雄）
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